
                     

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震発生時に命を守るには 

 「今，地震が起こったら，あなたならどう 

しますか。」地震は前触れなく起こります。 

６月９日(土)，地震発生時の避難訓練を実 

施しました。まず，一次避難では机の下に潜 

り込み，頭を中心に体を保護しました。そ 

の後，二次避難では，「あ(あわてない)お(お 

さない)か(かけない)し(しゃべらない)も(も 

どらない)」の約束を守って，整然と行動し, 

約５分で校庭へ集合することができました。 

この日は，日置消防署の方３名が来てくだ 

さり，地震発生の際は，落ちついて行動する 

ことが，命を守るために大切なことであると 

いう話をしてくださいました。日頃から，も 

しもの時の行動を考えておくことが大事だと 

感じることでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 地震の避難訓練後，川内原子力発電所が警 

戒態勢に入ったことを想定した，保護者引き 

渡し訓練を実施しました。 

今回も，学年ごとに引き渡しの時間帯を設 

定し，引き渡しカードを使って，一人一人確 

認しながら引き渡す訓練となりました。 

 災害時に，８７６名の子供たちを，よりス 

ムーズに安全に保護者引き渡しをするにはど 

うすればよいのか，今後さらに改善に努めて 

いきたいと思います。 

お忙しい中，御協力 

いただきありがとう 

ございました。 

 

むくどり 
■１学期重点目標 

決まりを守り，気持ちのよい生活をしよう。 

□７月生活目標 

時と場所を考えて行動しよう。 

□７月保健目標 

夏を健康に過ごそう。 

学校をきれいにしよう。 
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一学期のまとめ・・ 
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梅雨の合間の晴れた日には，もう夏の強い日

差しを感じる頃となりました。子供たちは，雨

や暑さに負けず，毎日元気いっぱいに学校生活

を送っています。 

先日，鹿児島教育事務所と日置市教育委員会

の１０名の先生方の学校訪問があり，子供たち

の学習の様子などを見ていただきました。その

先生方から「どの学級も，子供たちが生き生き

としている。」「教室内が整理整頓され，明るく

落ち着いた学級が多い。」「子供たちの学習態度

が立派で，先生方の熱意が伝わってきた。」など

の感想をいただき，私も嬉しくなりました。 

さあ７月です。７月は，この一学期を振り返

り，しっかりとまとめをし，夏休みや二学期に

向けての準備・心構えをつくる月です。学校で

は，具体的に次のようなことを行います。 

 

１ 学習のまとめと評価を確実にし，必要に応

じて再指導等をして学力の定着を確かなも

のにする。 

２ 夏休みの学習・生活について，子供の自主

性や計画性を培い，二学期への意欲を持たせ

る。 

３ 子供の変容や成長を具体的にとらえると

ともに，子供を今後どう伸ばすかについて家

庭と連絡を取り，確認し合う。 

 

この一学期，保護者や地域の皆様に御協力を

いただき，様々な教育活動を順調に実施するこ

とができました。感謝申し上げます。 

   40 日余りの夏休み，子どもたちは家庭や地域

で過ごします。家庭の教育を子供の姿を通して

見直してみる良い機会です。子供の生活を見つ

めると，子供に何を教えどんなしつけをすれば

よいか，子供の姿が教えてくれます。人として

の生き方や基本的な生活のきまりを親子で考

え実行して，家族の結びつきを今以上に強く豊

かにするとともに，地域活動にも積極的に参加

して子供たちが元気に二学期を迎えられるよ

うにしていただきたいと思います。 



◆◇  ７月 ・ ８月・ ９月の行事予定 ◇◆ 

※ 行事予定は，変更になることがあります。学 

級通信等でも必ず確認をお願いします。 

～７月の行事予定～ 

 ２日(月)《月６校時・掃除なし》 
「あいさつの日」  

      図書返却期間（～６日） 
 ３日(火) 水泳学習発表会（１年①②，２年③④） 
      学級ＰＴＡ（➅下学年・放課後上学年） 
 ４日(水) 水泳学習発表会（５年①②，６年③④） 
 ５日(木) 水泳学習発表会（4年①②，3 年③④） 
６日(金) エコ・ボラの日 

１１日(水) 夏休み図書貸出期間（～１９日） 
１４日(土)  土曜授業 音楽集会  
２０日(金) 終業式 
２５日(水)  市水泳記録会  

２７日(金) わくわく作文塾(市中公) 

８月の行事予定～     

【出校日】 ２１日(火)  
 ７日(火)  わくわく作文塾(日吉中公)       
１９日(日)  PTA 愛校作業(午前７時から 1時間程度) 
２０日(月)  市植物採集名付け会(9:00～12:00) 

２１日(火)  妙円寺詣りの歌暗唱大会 
～９月の行事予定～ 
 ３日(月) 「あいさつの日」，始業式 
       いじめ問題を考える週間（～８日） 
７日(金) エコ・ボラの日 
８日(土) 土曜授業 

１０日(月)《月６校時・掃除なし》 
図書貸出し開始 

１２日(水)  学級 PTA(⑥下学年・放課後上学年) 
１４日(金) 不審者対応安全教室② 
１８日(火)～２０日(木) 宿泊学習（５年） 
２１日(金) 宿泊学習休養措置日（５年） 
２５日(火) ＰＴＡ常任委員会 
２６日(水) 紙よろい作り（６年）（～２８日）  
２８日(金) 秋の一日遠足（１～４年） 

 

本好きな子供たちを増やそう 

～読み聞かせグループ「たけのこ」さんの活動開始～ 

６月の読書旬間では，伊集院小の読み聞かせ 
グループ「たけのこ」さん 
による読み聞かせがありま 
した。1年生の子供たちが， 
目を輝かせ，お話の世界に 
入り込んでいました。 

読書は，「主人公に自分を置き換える」「他の 
ものになり替わる」ことができ，これは，子供
にとって，他者を認識したり，自己を認識した
りする上で，とても大切なことだと言われてい
ます。また，子供の豊かな想像力を育むこと 
にもつながります。本好きな子供たちが増える 
ように，学校では，いろいろな取組をしていき
ます。御家庭でも，読書の時間を共有したり，
本の内容を話題にしたりするなど，家族で読書
を楽しんでみられたらいかがでしょう。 

夏休み学校図書室開放日（１０：００～１２：００） 
【７月】･･･  23 日,25 日,26 日,27 日,30 日,31 日, 

【８月】･･･  1 日, 3 日, 6 日, 7 日, 8 日, 9 日, 

10 日,20 日,21 日,23 日,24 日 

  いつでも本が手の届くところにあることで，
読書がより身近になります。夏休みの学校図書
室や市中央図書館などの有効的な活用もお勧
めします。 
共に育てましょう！心身ともに健康な子 

～第１回学校保健委員会を開催～ 
６月１４日(木)，今年度の第１回目の学校 

保健委員会を開催しました。今年度のテーマを 
 「心身ともに健康な子どもを育てよう！」とし，
サブテーマが「メディアとの関わりから，生活
リズムについて考える」に決まりました。この
テーマを基に，取組内容を検討し，学校と家庭
で連携を図りながら実践していくことが確認さ
れました。 
  また，学校医の本庄先生，山元先生，学校歯
科医の門松先生，林田先生から指導助言をい
ただきました。「低学年のうちから自分の身体
の健康について考えさせることが大切」とい
うことでした。子供たちの健康生活について
の意識を高めるよい機会になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 
 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
※本年度は，８／１の出校日は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

飯牟礼小との交流会 6年 
６月２０日(水)は，飯牟礼小６年生 18 名の

子供たちと伊集院小６年生 

の子供たちが一緒に過ごす 

時間をもちました。中学校 

へ進学するまでに，もっと 

仲良くなるとよいですね。 

 

   

 

 

 
 

交通事故や水の事故を防ぎ，楽しく，充実した夏休みに！！ 
・自転車に乗る時は，ヘルメットをかぶり，制限速度を守る。・子供だけで川遊びや魚釣りはしません。 

・学校のプール以外の水泳は，保護者と一緒のときにする。・ゲームセンターやゲームコーナー等への出入

りは，保護者同伴でも禁止です。（日置市全小中学校でのきまり） 

危険予知能力を高めるためにも，遊ぶ場所，時間，遊び方，帰宅時刻の励行など，子供が考えて行動した

り，判断したりする姿を見守っていきたいものです。地域の子供たちは地域の宝です。みんなで支え，言葉

かけをしていただければと思います。 
 

 


